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足 立　広 美
1．はじめに
　本研究の目的は、幼児教育・保育に期待される「生涯にわたる人格形成の基礎を培
う」（教育基本法第 11 条）音楽劇について、主にある保育園（0.1.2 歳クラスのみ）
における劇遊びの取り組みから「保育者の質の向上」の可能性について考察するもの
である。
　日本の幼児教育は幼稚園教育要領 5 領域に則って総合的な活動が行われていること
は周知の通りである。平成 19 年 6 月には学校教育法が改正され、幼稚園教育が学校
教育の最初に位置付けられ、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものであること
が明確にされた。そして「音楽とかかわりのある領域「表現」においても 2 つの改訂
がなされ、「感じたりするなどして」「表現する過程を大切にして」の字句が付加さ
れ、幼児の音楽表現における様々な音との触れ合いの中で豊かな感性が養われること
の大切さや、表現する過程を演出する教師の役割や指導のあり方の検討が求められ
ている。」（野波 2011）保育所においては 2008 年に戦後はじめて告示化され、国によ
る指針文書となった。平成 29 年告示の次期保育所保育指針では、大きく 4 つの課題
が提示されたが、そのうちの 1 つに 1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるねらいの充実が
図られ、乳児からの保育の重要性について謳われた。2 つ目には、保育所も「幼児教
育施設」の 1 つとしてはじめて認められ、幼稚園や幼保連携型認定子ども園と同様に
「幼児教育」を行うことが強調された。（無藤他 2017）この背景からも乳児から行う
保育所の活動においても「生涯にわたる人格形成の基礎を培う」保育及び保育者の質
について益々検討の余地が与えられているのではないかと考えている。本研究では主
に 0.1.2 歳クラスの年間を通して行っている劇遊び活動を紹介し、この活動から見え
てくる劇遊びから、保育者自身の質の変化について探求していきたい。
2．保育・保育者の質について
　近年「保育の質」については、OECD（Organization for Economic Cooperation 
and Development）が生涯学習のスタート起点として幼児教育・保育の基盤整備に関
心を向けた。そこでのキーワードは「Quality <質>」であり、2001 年の OECD 報告
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書（OECD, Starting Strong, 2001）の中で、質の高い幼児教育・保育を実現するため
の「8 つの政策原理」を導き出している。（泉 2008）質の高い乳幼児期の教育とケア
（Early Childhood Education and Care, ECEC）を供給・整備し、乳幼児に人生のス
タートを与えることは、その後の子どもの成長、その国の経済にも大きな影響を与
えることが明らかになってきた。（星訳 2011）保育には子ども理解および関わりの質
（養護と教育）、環境の質、遊びが学びの質、保護者支援（協同）の質の 4 つの質が
ある ( 大豆生田 2016）こと等が挙げられている。保育者の質については、「保育所や
幼稚園で、保育者と子どもが「共生関係」を成立させるためには、保育者が子ども
一人ひとりをしっかり受け止めていく必要がある。市場原理だけでは律しきれない
保育・教育・保健・医療などの命を支える分野での「教育の質」「保育の質」を向上
させていくためには、そこに働く人々の専門性を高めること、と同時にそこで受益
する人たちとの対等な関係性の構築が 21 世紀の大きな課題である」（諏訪 2003）や
「保育者は慣れに堕することのないよう自らを振り返り成長しようという意欲を持ち
続けることが大切である。子どもの理解を深めると共に、子どもの成長を助けるため
の専門知識を深め、技術を磨くことが必要である。人間として、社会人としての視
野を広め、人間性を磨き、自らの資質、保育力の向上を心がける必要がある」（阿部 
2015）と述べており、その他多数の専門家らが「保育・保育者の質」について述べて
おり、近年国内においても「保育・保育者の質」に関する議論が盛んであることが伺
えた。音楽表現に関する保育者の質については、「幼児の音楽表現を伸長させていく
には、様々な形で表れる幼児のひたむきな表現の芽に柔軟に対応できる音楽性、そし
て何よりも保育者自身の豊かな感性が求められる」（伊藤 2010）や「子どもの実際と
観察して心の中を洞察すること、保育者は音楽的な技能や豊かな感性を有しているこ
とが重要である」（三村 2011）また「表現活動は、幼児の心身の成長や発達において
重要な役割を担っている。幼児期においては音楽活動そのものに楽しいという感情を
抱けるようにすることがポイントである」（神原 2013）とあった。音楽表現を含むこ
れらの「保育・保育者の質」をみてみると、「保育者の質」とは「常に自己を磨き成
長をし続ける」ことが基本となっており、その大きな枠の中に保育観・子ども観等の
質が問われるべきものであると考えられた。
3．幼児教育・保育及び保育者養成校における音楽劇の現状について
　幼児教育・保育で行われる音楽劇は、「舞踊」「台詞」「歌唱」「楽器演奏」等を通し
て衣装を身に纏い舞台に立って行われるものであり、幼稚園教育要領及び保育所保育
指針「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の 5 領域を網羅し、遊びを通して行
われる総合的な音楽表現活動である。
　幼児教育現場において音楽劇は盛んに行われている。私立幼稚園に限るが、2006
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年から 2015 年まで継続して筆者が行った 59 園の私立幼稚園に対する音楽劇につい
ての質問紙からは、全体の 98%の幼稚園が音楽劇を行っていたことが分かっている。
また音楽劇を行う年齢については、年長クラスのみが 88%を占めており、年に 1 回
ほど行われる発表会の場で行われる幼稚園が 100%だった（足立 2006）。12 園の私立
幼稚園での音楽劇をつくり出す過程における参与観察では、発表まで平均して 1 ヶ月
から 1 ヶ月半の短い期間で練習を行い、既成の作品を子どもたちの活動に当てはめて
いく要素が多く、子どもの動きから台詞を変えたり、踊りを変えたりすることはあま
り見られなかった。私立幼稚園における音楽劇は、後にも先にも年 1 回の生活発表会
で行われる活動であり、幼稚園生活の集大成としての発表であることが窺えた。この
ような現状から、参与観察を行った幼稚園の音楽劇は、保育者主導で決まった着地点
にどこまで子どもを引っ張り挙げられるかに重きを置く傾向にあることが考えられ、
言葉が粗いが、付け焼刃的な「行事のための音楽劇」という印象が強く残った ( 足立
2006)。しかし、私立幼稚園は常に時間との戦いを強いられており、当時のこのよう
な現状は仕方がなく、むしろ音楽劇まで行っているということに賞賛の拍手を送りた
いくらいであった。保育者養成校においては、講義の中で実際に音楽劇やオペレッタ
等の発表を行い、幼児における表現の意義やその活動における保育者（指導者）の指
導法を考察するもの（紙屋 2003）、養成校における音楽劇・オペレッタの教育的意義
について考察しているもの（山本 2009）、養成校におけるオリジナル音楽劇を行う中
で学生の「表現育成」「人間力」の向上を試みているもの（河野 2014）等が確認でき
た。このことから保育者養成校における音楽劇に対する考え方については、非常に有
効な教育的意義等、様々な「質」を向上させる活動であることの示唆が与えられた。
一方、保育所（園）における特に 0.1.2 歳の乳幼児に焦点を当てた保育現場で行われ
ている音楽劇の実践報告はあまり見られない。これは多くの幼稚園において年長クラ
スのみが音楽劇を行っている現状を踏まえると、保育所（園）においても年中から年
長クラスが行っていることが実情であると想像できる。音楽劇は、「台詞」「踊り」
「歌唱」等、総合性を帯びた表現活動であることから、0.1.2 歳の乳幼児が音楽劇を
行うことは難しいと捉えられているのではないかと考えられた。
　保育所（園）における音楽劇の現状はこれから探求していくが、幼児教育及び保育
者養成校において音楽劇が盛んに行われている理由として、保育者自身や幼児の様々
な成長を促し、それぞれの質的向上が認められることが念頭にあるためではないかと
考えている。
4．研究目的
　本研究はある保育園における概ね 0.1.2 歳児を対象にした劇遊びの取り組みから保
育者の質の変化について考察するものである。（「劇遊び」の語句は、概ね 0.1.2 歳児
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を対象に行っているため、「音楽劇」とは示さず協力園の使用する言葉として「劇遊
び」と記すことにする）ここで言う「保育者の質の変化」とは、劇遊びを通して、保
育者が子どもとどう向き合い、何に悩み、子どもの主体性をどう尊重し、どのような
質の変化が認められたかについて述べていくものである。
　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針における 0.1.2 歳の保育については、冒頭で
述べた通り、1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるねらいの充実が図られた（資料 1）。こ
れは 0.1.2 歳の乳児、幼児期の保育をもっと丁寧に質高く行わなければならない（汐
見 2017）ためである。さらに職員の資質向上についても改定され、保育者自身につ
いても研修等を受け、質の向上に努めるよう明記されているが、保育の質の向上に向
けた課題について組織的に取り組む旨の明記もされている（資料 2）。つまり保育に
携わるすべての職員が一丸となって保育の質の向上に取り組むことの重要性が謳われ
たのである。
　J. デューイは幼児期における表現活動のあるべき姿を 4 つの衝動に分類している。
一つは会話や人との交際、交じりという「社会的衝動」、二つは幼児の興味・関心事
から、何かを実行したいという衝動が具体的な製造に向かおうとする「製作の衝動」、
三つは社会的衝動と製作の衝動が結合されることによって第 3 の事物について何かを
発見しようとする「探求の衝動」、4 つは社会的衝動と製作の衝動に社会的動機を与
えることによって表現的衝動がうまれ、これが「芸術の衝動」に結びつくと述べてい
る（河村訳 2003）（栗田 2010）。子どもの教育は、この表現の力を有効的に且つそれ
ぞれの個性的な表現へと伸ばしていくことが、幼児の興味・関心を育てていくことに
つながると考えている。幼児教育・保育で行われる音楽劇は、総合性を帯びた芸術表
現活動であり、やり方によっては 4 つの衝動を網羅できる活動になり得ると考えられ
た。しかし子どもの興味・関心を引き出す活動は、子どもの心の動きなどを見極める
保育者の高い資質が求められる。
　幼児教育における音楽劇の現状は、3. で述べたとおりだが、協力園で行っている劇
遊びは、参与観察した私立幼稚園による音楽劇作成手法とは明らかに異なっている。
一例を挙げれば、年間を通して劇遊びが行われ、劇遊び発表日を発表とは捉えず、期
限を設けずに子どもの主体性を重んじた劇遊びが遂行されている点である。また劇遊
び作成過程においては、担任のみが構成を練るのでなく、園長をはじめとする指導者
を含むチームでの徹底したサポートのもとで劇遊びが進められている。このような協
力園における劇遊び ( 音楽劇 ) について、発表に至るまでの過程及び発表後の活動を
紹介し、そこで認められた「保育者の質の変化」から、劇遊びの取り組みを通じた保
育者の質の向上の可能性について考察していく。
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5．研究方法
・対象協力園　東京都内の保育園
・実施期間　　平成 27 年 11 月から平成 30 年 3 月まで継続予定
・参与観察　　平成 27 年 11 月・平成 28 年 11 月・平成 29 年 1 月の 3 回
・保育者に対する質問紙による調査（平成 29 年 4 月～ 6 月）
・園長及び主任に対する面接調査（平成 29 年 5 月）
　これらの研究方法から、概ね 0.1.2 歳児による劇遊びからみる保育者の質の向上の
可能性を考察する。
6．保育者に対する質問紙調査から得られた劇遊びの概要と特徴 ( 表 1 参照 )
○劇遊びの題材選びについて
　協力園は、開園当初から職員向けに絵本に関する勉強会を行うなど、絵本による保
育を大切にし、子どもの情緒の安定や情操の育成など様々な発達を促してきている。
年に数回、絵本作家が実際に保育に入り、子どもたちや保育者に絵本の大切さや遊
び方等の示唆を与えている。このように絵本に重きを置く保育を行っていることから、
劇遊びについても多数ある絵本の中から子どもの発達や興味・関心を鑑みて絵本を選
択し、劇遊びの題材としている。
　
○発表に対する考え方について
　発表に対する協力園の考え方は、台詞や演技、歌唱等の出来不出来ではなく、子ど
もの心の動きをみること、発表は子どもたちの劇遊びの延長線上であり、子どもの
様々な発達の通過点を観る場としている。
　
○劇遊び発表後の実際について
　劇遊びは年間を通して行われ、発表が終わった後も遊びを発展させながら保育活動
を行っている。例えば発表は 11 月だが、年が明けた 1 月の保育参観においても 11 月
の劇遊び時より、子ども一人ひとりが高度な遊びを獲得し、発展させた劇遊びを楽し
んでいる様子が見られた。このように発表後も子どもの主体性を大事にする劇遊びが
行われている。
　
○台詞作りの特徴について
　選択した絵本の物語に沿って各担任が台詞を考えていくが、一旦作成された台詞
も、発表直前まで完成形としないことが特徴的である。これは子どもの様子を見ながら、
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劇遊びを本当に楽しんでいるのか、台詞を無理に言わされていないか等、常に子ども
の心を見るよう注力し、遊びの過程で何度も台詞を練り直していくためである。事実
として、平成 27 年度の発表では、20 回以上も書き直しをしている (2 歳児クラス )。こ
のことは、保育者自身が子どもの興味・関心が認められるまで妥協を許さない心意気
で劇遊びに取り組んでいる証左である。また 0 歳、1 歳児の台詞は、発達を鑑みて必然
的に保育者が代弁するが、実際の子どもの反応は、保育者の思いや予想に反すること
が多く、日々子どもの心と向き合う中での結果でもある。このような台詞作成の特徴は、
劇遊びが子どもの興味・関心を引き出すものではなければ成立しないとする協力園の
考え方が表れたものであり、遊びの過程において、園長を始めとする指導者も子ども
の様子をじっくり観察し、実際に保育に入りながら、一体となって台詞を作成している。
　
○効果音を含む音楽作りの特徴について
　劇遊びにおける音楽は、既成曲は一切使用せず、子どもの遊ぶ姿や、動きをよく観
察して音を探りだす手法をとっていること、また劇中の音楽は全てピアノで行うこと
が特徴的である。具体的には、0 歳では「伝い歩き」「探す」「見つける」「引っ張る」
「倒す」等の動作を通じて、劇に入り込む子どもの様子を観察し、1.2 歳児では、走
るスピードや子どもの動きを観察し、そこから得られたイメージから音を作っている。
挿入音や歌唱曲は劇の場面に応じて作詞・作曲をしている。この作業は主に園長をは
じめとする指導者が行うが、劇中のピアノは全て保育者が担当している。
　
音作りの例（2 歳児）
台詞：「ネズミさんたちが歩いてきました」
　　　「チュウチュウチュウチュウ」
　　　「チュウチュウチュウチュウ」
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○劇遊び発表会前の職員会議について
　劇遊びの作成過程では、発表の直前に必ず職員会議を行っている。この職員会議は、
発表会の役割分担を決定するためのものではなく、日々の多忙さから、劇遊びの完成
度を重視してしまい、そのことによって苦悩する保育者の意見に指導者が耳を傾け、
それに共感をしながら激励をする。その上で、劇遊びの考え方について再確認するた
めの会議である。
表 1　協力園による面接調査から得られた劇遊びの概要について
劇遊びのテーマの決め方 絵本を題材にしている
劇遊びの作成・発表・活動期間 4 月～ 3 月の 1 年間（表 2 参照）
劇遊びの目標 子どもの心の動きをみてもらう
発表（本番）の捉え方 発表ではなく、子どもの日常的な遊びの延長線上であり、通過点という認識
台詞作り ・台詞は完成形ではなく、子どもの自発性や自然体の姿が認められるまで何度も台詞を練り直す。
音楽作り
・既成曲は一切使用しない
・子どもの動きを観察し、管理者が音を作る
・全劇中ピアノを使用＜担当は保育者＞
表 2　劇遊び年間スケジュール
4 月 ・いろいろな絵本に触れながら絵本に親しむ・いろいろな音に触れる
5 月 ・子ども達の姿から今年度のクラスのテーマを決める
6 月 ・子ども達の発達や興味、関心を鑑みた絵本をクラスで出し合い、検討していく
7 月 ・集い＜発表会＞の劇遊びに広げる絵本を 1 冊に決める・テーマやねらいを網羅しつつ、遊びの内容を討議して台本作成にとりかかる
8 月 ・子ども達と部分的な遊びを楽しむ・音、音楽を子ども達の姿から作り、その音、音楽を取り入れながら遊んでいく
9 月
・子ども達の姿から必要に応じて台本の見直しをする
・ピアノの音を取り入れた劇遊びを行う
・劇遊びに必要な道具等を作成する
10 月 ・劇遊びごっこを楽しむ・職員会議を行う
11 月 ・集いで遊びを楽しむ＜発表＞・保護者と成長を喜び合う
12 月 ・引き続き劇遊びを楽しむ
1 月
・他のクラスの劇遊びも楽しむ
・子ども達の発想から発展させた劇遊びを楽しむ
2 月
3 月
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7．劇遊び作成過程における保育者の苦悩に対する指導者の 
考え方と対応及びその後の保育者の変化について
　劇遊び作成過程における保育者の苦悩する点と、その苦悩に対する指導者の考え方
及び対応及びその後の保育者の変化は表 3 の通りである。保育者の苦悩は、劇が上手
く遂行できない、台詞作成に行き詰まる、保育者の思うとおりの劇遊びが出来ない、
ピアノが難しい等の保育者自身の力量が問われたことによる苦悩が多く見られた。し
かしこのような保育者の苦悩に対し、指導者が保育者と共に悩み、保育者と共に子ど
もたちの中に入り、その苦悩を一緒に解決しようとする試みをしていた。また指導者
の対応後における保育者の変化を見てみると、それぞれの苦悩する項目において、保
育者の心が変わり、その変化した保育観や子ども観で劇遊び活動を行っていることが
分かった。　
表 3
劇遊び過程における保育
者の苦悩について
保育者の苦悩に対する管理者の考
え方と対応 保育者の変化について
・劇が上手く遂行できな
い
・子どもと遊ぶこと、子どもが楽
しめていれば良い＜考え方＞
子どもと一緒に楽しも
うとする心（保育）に
変化した
・教えようとしない。子どもと肯
定的に関わる。＜考え方＞
・発表が子どもの発達の 1 つの通
過点であることを再確認＜考え
方＞
・子どもとのかかわり方の見本を
見せる＜対応＞
・台詞が書けず行き詰る
・子どもが主体のため、子どもの
興味・関心を受容するために台
詞の変更は何度も行うもの＜考
え方＞
子どもの心の動きに目
を向け、自発性や自然
体の姿に重点を置いて
台詞を考えるように変
化した
・劇遊びに参加し、一緒に台詞を
考える＜対応＞
・＜子どもが＞保育者の
思うとおりに動かない
・保育者主導ではなく子どもが主
役である＜考え方＞
劇遊びの練習をすると
いう考え方から、子ど
もと一緒に劇を楽しむ
という心に変化した
・頭でっかちにならず、一緒に面
白がる＜考え方＞
・一斉に行動をさせるのではなく、
一人ひとりの子どもが遊ぶ姿を
大切にする＜考え方＞
・実際に保育に入り、劇遊びを一
緒に楽しむ＜対応＞
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・既成の劇遊びのほうが
楽
・既成の作品では子どもの主体性
が導き出せない＜考え方＞
オリジナル作品を作り
続けるのはとても大変
だが、子どもと共に成
長し続けようとする心
が大切であるとする心
に変化した
・ストーリー以外は全てオリジナ
ル作品だからこその苦労があっ
て当然である＜考え方＞
・発表後も作品、子ども共に成長
し続ける姿が宝物である＜考え
方＞
・保育者が納得するまで話し合う
＜対応＞
・子どもは月齢ごとに差
があり、どこに焦点を
当てたら良いか分から
ない
・子ども同士共に育ち合いができ
ればいい＜考え方＞ 子どもの育ち合いとい
う観点からの保育に変
化した・子どもの発達について一緒に学
ぶ＜対応＞
・ピアノが難しい、弾き
づらい、表現方法が分
からない
・練習をすれば必ず弾けるように
なる＜考え方＞
・最後まで諦めずに練
習する姿勢に変化
・発表後も含めてピア
ノがスムーズに弾ける
ようになった
・苦手なことに挑戦しよ
うとする心に変化した
・出勤時に季節の花々をみたり、
美術鑑賞等をし、保育者自身の
感性を磨く＜考え方＞
・ピアノが弾けるようになるまで
時間が許す限りレッスンを行う
＜対応＞
　
8．まとめと考察
　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針では 1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるね
らいの充実が図られ、0.1.2 歳の乳児、幼児期の質の高い保育を行うよう求められた。
協力園は、開園当時の 17 年前から 0.1.2 歳児の子どもの主体性を大切にすることを目
標にする劇遊びが行われている。言葉等の発達から考え、0.1.2 歳児の主体性を大切
にすることは、子どもたちの表情や動きなど細部に亘って子どもの心の動きを見極め
ることが要求される。この子どもを見極めるための保育者の質の向上を劇遊びによっ
て養うことが出来る可能性が見えてきた。
　協力園が行う劇遊びは、期限を設けず年間を通して行っている。劇遊び作成過程に
おいては、台詞は、発表会直前まで完成形とせず、子どもの興味や関心が認められる
まで何度も練り直されている。音楽は既成曲を一切使用せずに作られ、効果音は子ど
もの遊ぶ姿や、歩く早さ、歩くリズム等を考慮し音を付け、挿入音や歌唱曲について
は絵本のスト－リ－に沿った歌の作詞や作曲がなされている。この劇遊び作成方法は、
子どもの主体性を尊重することが大切にされており、遊びの延長線であり、子どもの
発達の通過点と捉えている園の考え方による。このように細部に亘って考慮され作成
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される劇遊びは、常に子どもの心を見る事が要求されるが、これらは容易なことでは
なく、保育者の持つ保育観や子ども観の質の担保がなければ、難しいことである。し
たがって、常に保育者は苦悩と向き合いながら保育をしていることが考えられた。
　発表会直前の職員会議は、当日の役割分担をするためではなく、園長をはじめとす
る指導者が劇遊びを遂行する保育者の不安や悩みに耳を傾け、現状を打開することに
専念する会議である。その後、保育者の苦悩を共有、共感し激励した上で、劇遊びが
子どもの主体性を重んじることが目的であり、子どもの遊ぶ延長線が発表であること
を再確認している。保育者の苦悩する点としては、劇遊びが上手く遂行できない、台
詞が書けない、子どもが保育者の思うとおりにならない等であった。これは保育者主
導で行う保育と、子どもの主体性を重んじる保育との葛藤から出てくる悩みではない
かと考える。このような保育者の苦悩を解決するために、指導者が実際に保育者と共
に子どもの中に入り、声掛けをするなどの見本を示したり、入念な話し合いをする等
の保育者サポートを心がけている。このような指導者の取り組みにより、保育者の保
育や子ども観に関する意識が変化し、劇遊びがどこまでも子どもの主体性を大切にさ
れるべき活動との認識が高まっていくことが考えられた。音楽面においても、子ども
の動きに合わせた音作りが中心に行われており、常に感性を磨き、音のイメージをし
ていることが求められている。音作りを担当するのは、園長を始めとする指導者では
あるが、発表時にピアノを担当するのは保育者である。中にはピアノのレベルが高く、
ピアノを弾くことに躊躇する保育者もいるが、ピアノが弾けるようになるまでレッス
ンを行うなどの指導者のサポートにより、保育者が苦手なことにも挑戦し、最後まで
諦めない心を養う過程が見えてきた。音楽を含む劇遊びはともすれば、音楽面のみの
技術の向上が期待されるが、協力園の劇遊び過程では、子どもと向き合う心意気が強
くなったり、苦手なことに挑戦する心が養われたり、子ども理解が深められるなどの
保育者の質の変化が認められた。この保育者の質の変化には、質の高い保育者を育て
ようとする指導者側の心意気が必要不可欠であることが考えられた。苦悩する保育者
が今の心境を正直に指導者に話し、その話しに共感し、共有することは、劇遊び活動
のみならず、日々の保育者の受け持つクラスの子どもたちがどのような保育がなされ、
どうすれば改善できるかを一緒に考える機会が持てる。この保育者と指導者との連続
した同僚性が保たれるとき、乳幼児と保育者、保育者と指導者との二重の共動的創造
で質の高い保育力が生まれる構造が見えてくるのではないかと考えている。
　本論は 0.1.2 歳児による劇遊び作成過程から、保育者の質の変化について考察する
ものであった。質の変化とは、「常に自分を磨き成長し続ける」ことを基本と捉え、
劇遊び過程における保育者が何に悩み、その悩みをどう乗り越え、子どもたちへの保
育がどうか変化したかによって、保育者の質の変化を捉えようとした。
　私立幼稚園における音楽劇の参与観察は、発表のために行う劇遊びが、台詞がきち
んと言えた、きちんと動けた、踊りが上手く踊れた等、目に見える形、つまり結果を
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重視する傾向があることが考えられたが、協力園で行う劇遊びは、結果を求める活動
ではなく、子どもの自発性や自己肯定感を大切にしたプロセスを大切に劇遊びが遂行
されていた。このプロセス重視で行う劇遊びに対して保育者の苦悩が垣間見られたが、
この保育者の苦悩を指導者がサポートし、そのサポートを受けた保育者の保育観や子
どもの変化やまた苦手なことにも積極的に取り組もうとする姿勢に変わり、子どもの
心の動きに重きを置いた保育ができる可能性が見えた。子どもを養護、教育を施すの
は一人の保育者である。そう捉えると、保育者自身の質の向上をもたらすこの変革の
連続性が、ありのままの姿を受容することなどの子どもの主体性を重んじる保育がで
きるきっかけとなるのではないかと考えている。これは劇遊びのみならず、他の活動
においてもプロセス重視、チーム保育が上手くいけば保育者が一人ひとりの成長に最
後まで主眼を置くことができる質の高い保育を行うことができるのではないかと考え
ている。
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資料 1　平成 30 年改定保育所保育指針より一部抜粋
１　保育所保育に関する基本原理
(1) 保育所の役割
ア　保育所は、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 39 条の規定に基づき、保育を
必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目的とする児童
福祉施設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進す
ることに最もふさわしい生活の場でなければならない。
イ　保育所は、その目的を達成するために、保育に関する専門性を有する職員が、家庭
と緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、
養護及び教育を一体的に行うことを特性としている。
ウ　保育所は、入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域の様々な社会資源との
連携を図りながら、入所する子どもの保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対
する支援等を行う役割を担うものである。
エ　保育所における保育士は、児童福祉法第 18 条の 4 の規定を踏まえ、保育所の役割及
び機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられた専門性知識、技術及び判断
をもって、子どもを保育するとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を
行うものであり、その職責を遂行するための専門性の向上に絶えず努めなければなら
ない。
(2) 保育の目標
ア　保育所は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生活
時間の大半を過ごす場である。このため、保育所の保育は、子どもが現在を最も良く
生き、望ましい未来をつくり出す力のきそを培うために、次の目標を目指して行わな
ければならない。
（ア）　十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な
欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ること。
（イ）　健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を
培うこと。
（ウ）　人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を
育てるとともに、自主、自主及び強調の態度を養い、道徳性の芽生えを培うこと。
（エ）　生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊か
な心情や思考力の芽生えを培うこと。
（オ）　生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話したり、聞いたり、相手の話を理
解しようとするなど、言葉の豊かさを養うこと。
（カ）　様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の芽生えを培うこと。
イ　保育所は、入所する子どもの保護者に対し、その意向を受け止め、子どもと保護者
の安定した関係に配慮し、保育所の特性や保育士等の専門性を生かして、その援助に
当たらなければならない。
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資料 2　平成 30 年度改定保育所保育指針より一部抜粋
１　職員の資質向上に関する基本的事項
(1) 保育所職員に求められる専門性
　　子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保育を行うためには、職員一人一人
の倫理観、人間性並びに保育所職員としての職務及び責任の理解と自覚が基盤となる。
　各職員は、自己評価に基づく課題等を踏まえ、保育所内外の研修等を通じて、保育士・
看護士・栄養士等、それぞれの職務内容に応じた専門性を高めるため、必要な知識及
び技術の習得、維持及び向上に努めなければならない。
(2) 保育の質の向上に向けた組織的な取組
　　保育所においては、保育の内容等に関する自己評価等を通じて把握した、保育の質
の向上に向けた課題に組織的に対応するため、保育内容の改善や保育士等の役割分担
の見直し等に取り組むとともに、それぞれの職位や職務内容に応じて、各職員が必要
な知識及び技能を身につけられるように努めなければならない。
　
２　施設長の責務
(1) 施設長の責務と専門性の向上
　　施設長は、保育所の役割や社会的責任を遂行するために、法令等を遵守し、保育所
を取り巻く社会情勢等を踏まえ、施設長としての専門性等の向上に努め、当該保育所
における保育の質及び職員の専門性向上のために必要な環境の確保に努めなければな
らない。
(2) 職員の研修機会の確保等
　　施設長は、保育所の全体的な計画や、各職員の研修の必要性等を踏まえて、体系的・
計画的な研修機会を確保するとともに、職員の勤務体制の工夫等により、職員が計画
的に研修等に参加し、その専門性の向上が図られるよう努めなければならない。
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保育者に対する音楽劇に関する質問紙
A　貴園では音楽劇を行っていますか？　また 2 の理由もお答えください。
　1．行っている
　2．行っていない（       ）
　
B　音楽劇を行うクラスはどのクラスですか？＜今までの経験クラスを含む　複数回答可＞
　1．0 歳児　　2．1 歳児　　3．2 歳児　　4．3 歳児　　5．4 歳児　　6．5 歳児
　
C　音楽劇は年間何回、いつ、どこで、どのような行事（例：生活発表会等）で行います
か？
　回数（　　　　　回）　いつ（　　　　月ごろ）　行事（　　　　　　　　）
　
D　音楽劇の指導者はどなたですか？＜複数回答可＞
　1．担任の先生　　2．音楽劇、音楽担当の先生　　3．全員　　
　4．その他（        ）
　
E　音楽劇の演目内容は既成の作品ですか？　オリジナル作品ですか？
　1．既成の作品　　2．オリジナル作品　　
　3．その他（        ）
　
F　今までどのような作品を発表されましたか？＜様々あると思いますので無理のない範囲
でご回答ください。複数可＞
　作品名
　
G　音楽劇を行う際の問題点はありますか？＜例　練習の時間がない等＞
　1．ある　理由（       ）
　2．ない
　
H-1　音楽劇の練習期間を含めてどのくらいの期間で作り上げますか？＜例　1 ヶ月　年間
等＞また音楽劇への準備期間は充分だと思いますか？　その理由もお答えください。
　期間（　　　　　　　　　　）
H-2　1．充分である　　2．充分ではない
H-2 の理由
　
I　音楽劇の音源は何ですか？＜複数回答可＞
　1．CD・テープ　2．ピアノ　3．乳幼児の演奏　
　4．その他（        ）
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J　音楽劇を作り上げる際に一番苦労されるところは何ですか？＜複数回答可＞
　1．台詞　2．衣装　3．舞台演出　4．楽器演奏　5．歌　6．表現　7．集団行動
　8．その他（        ）
　
K　音楽劇を行う意義はあると思いますか？回答の理由もお答えください。
1．ある
　理由（         ）
　
2．ない
　理由（         ）
　
L　K で 1 とご回答された先生に質問します。音楽劇によって将来の乳幼児に何を与えら
れると思いますか？（例　言葉の発達　感情表現　音を聞く力　やさしい心　勇気　
楽器の習得等の実技面）
　
M　音楽劇について大切にしていることはありますか？＜例：乳児の表現を大切にしたい等＞
　
管理者に対するインタビュー
○＜現在の園長先生が始めたという理由から＞どのような事がきっかけで年間を通して
の音楽劇をはじめようと考えたかについて
○なぜ絵本を題材に音楽劇を行っているかについて
○音楽劇を作り上げる過程における園長先生の大切にされている事はあるかについて
○年間を通しての音楽劇作りの良さについて
○年間を通しての音楽劇作りの難しさについて＜意見があれば＞
○保育園における音楽劇の位置付けは何かについて＜例　乳幼児の発達の通過点等：私
立幼稚園では、音楽劇を行っているのは年長が多く、集大成としての位置づけが多い＞
○音楽劇の意義について
○音楽劇がもたらす乳幼児の利点について
　
　以上 8 項目
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A Study on a Musical Play in Japanese Early Childhood 
Education and Care (1)
— A Study on the Possibility of Caregiver Quality Improvement  
by Introducing Musical Play in a Nursery School —
Hiromi ADACHI
The…current…study…discusses… the…possibility…of…“caregiver quality improvement” within the 
context…of…a…musical…play…at…a…nursery…school.…“Caregiver…quality… improvement”…describes…
how…caregivers…face…children,…what…they…are…concerned…about,…how…they…respect…the…children’s 
independence, and what kind of qualitative change is seen, through musical plays. Musical 
plays…were…carried…out…through…the…year…at…a…research-collaborated…school.…Since…the…day…the…
musical…play…was…presented…was…not…regarded…as…the…final…public…performance,…musical…plays…
were carried out with an emphasis on the children’s independence, without setting a time limit. 
Lines and music were devised with details provided up to the last minute, so the difficulty the 
caregivers felt every day while interacting with the development of the minds of the children 
was…observed.…However,…in…the…course…of…creating…a…musical…play,…teaching…staff,…including…the…
principal,…were…always…careful… to…share… the…difficulties…and…emotions…felt…by… the…caregivers,…
to draw near to the hearts of the caregivers, and encourage them. In the course of creating a 
musical…play,…by…supporting…each…other…as…a…team…qualitative…change…was…observed…on…the…part…
of…caregivers,…both… in… the…conceptualization…of…care,…and…toward…the…children…themselves.… It…
is… these…kinds…of…double…“collaborative…creations,” and the continuation of such innovations, 
that…can…lead…to…improving…the…overall…quality…of…caregivers,…as…well…as…enabling…them…to…accept…
children as they are. Such qualitative changes can help caregivers provide a higher quality of 
care that respects children’s independence.
